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変えられる
宮城県・大崎市立三本木中学校・２年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほん),本)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごう),郷)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅ),寿)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),奈)
　言葉は強い。しかし、人は弱い。これは、私達人間が分かっているようで分かっていないことだと思う。言葉は、人を成長させてくれる、安心させてくれる大切なものだ。それに対し、言葉は凶器にもなることを気づいていない人もいるだろう。また、言葉がいじめに繋がるということも。
　私が小学生の時、勉強も友達と遊ぶことも楽しくて、毎日が輝いているようだった。しかし、クラス活動をすることやグループ活動を行うようになり、気がついたことがあった。それは、クラスの中を飛び交う言葉の悲惨さだ。「バカ」、「ウザい」、「そんなこともできないのか」という一言だ。一言ではない、二言でもない言葉の重みを感じた。私も言われたことが何回もある。ドッチボールをした時、私がボールをとれなかったからと言って「そのボールとれただろ」と責められて何も言い返せなかったことを今でも覚えている。また、私が問いの答えを間違ってしまった時には「それぐらいは解けよ」とクラスメイトに言われ、笑われた。その時、先生は「教室は間違っても良いんだ」と励ましてくれた。その言葉がとても嬉しく感じたが、周りの皆は何も言わず、全員が間違えた私に目を向けてきただけだった。助けを求めていた訳ではなかったが、悲しくなったことは心に残っている。私に言葉を向けた人は、普段、明るくて活発な人でふざけて言ってきたのだと思う。だが、どちらにしても言い返せなかったことに後悔した。そして、孤独を感じた。
　ある日、休み時間にドッチボールを行った。ボールを取れなかった友達が私と同じように責められていた。今まで友達を励ますことがなかったが、私は「ドンマイ」と友達に勇気を出してつげた。そうすると、友達は「ありがとう」と笑顔で言ってくれた。その時、心が温かくなった。私は、それからの生活の中で友達に励ます言葉を言えるようになった。それと同時に友達に「一緒に頑張ろう」と励まされるようになった。私の周りにはクラスメイトという大切な仲間がいるということに気がついた。また、自分が変われば周りも変わるということを学んだ。クラスの中にいるのは、私だけではない。私以外にも、重い言葉を受けた人がいたと思う。私以上に悲しんで、悩んだ人もいたことに変わりはない。
　人は、孤独を感じる。言葉という凶器があるからだ。犯罪や非行、いじめには、それぞれ行う理由があると思う。孤独が怒りに変わってしまった理由、悲しくて辛い気持ちからの理由、様々な理由があると思う。しかし、それは変えられる。大きな勇気でも小さな勇気でも一度出してみれば、周りが応えてくれる。どんなにゆっくりでも良い、自分の意志を優しい言葉で伝えることが、一番大切になる。周りの人に流されて、自分の心が傷ついていると自分が分かっているのにもかかわらず一度、我慢してしまうのが人間だ。このように人は強そうに見えて、弱い生き物だと私は思う。
　言葉、どんなにふざけて発言しても、言われた側の心の傷を治すには、何年間もかかる。たとえ、発言した本人が、悲しませたことを気付いていなかったり、忘れたりしても、周りの人達がその状況を忘れたとしても、言われた側は、忘れない。だから、一度でいいから自分が言われた時のことを想像して発言してほしい。悲しんでいる人がいるのなら、励ましの言葉で満たしてあげてほしい。困っている人や悩んでいる人に手を差し伸べて、優しい気持ちで包んであげてほしい。一人が変われば、周りも変わるかもしれないという可能性を信じてほしい。そうすれば、きっと社会は明るくなる。人は皆、希望を持って生まれてくるのだから。
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